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 探索的データ分析のための動向情報可視化インタフェース
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概 要
統計 �� 等から得られる時系列数値情報と、それに関
連する内容の一連のテキスト情報を関連付けて視覚化
し、ユーザの探索的データ分析を支援する可視化インタ
フェースを提案する。数値データから描かれる統計グラ
フは、値の推移を把握する用途には適するものの、節目
と考えられる部位や、背景・影響などは統計グラフのみか
ら得ることは難しい。一方、新聞記事などのテキストは、
具体的な値の推移把握には不十分である半面、背景や影
響、節目として解釈すべき箇所を理解する際には有効で
ある。本研究では、これらの情報を相補的に利用し、様々
な興味の下で繰り返されるユーザの探索を効果的に支援
する可視化インタフェースのプロトタイプ ������	
��

について述べる。

�� はじめに
近年、様々な情報が電子化されネットワーク上に蓄積

されるようになってきている。それに伴い、これらの情
報を利用して意思決定や問題解決に役立てる試みが進め
られている ��。しかし、蓄積された情報の量や種類は
すでに膨大なものとなっており、しかも時間の経過と共
に増加の一途を辿っている。そのため、�情報の在り処
を見つける� ことを主眼とした検索技術ではユーザの要
求に十分に応えることができず、ユーザの意図や関心に
応じてインタラクティブに情報を編纂することで �情報
の理解を助ける� 技術が渇望されている。
このような背景の下で、我々はテキストや数値情報と

いった異なるモードの情報を相補的に編纂し、ユーザの情
報アクセスを容易にする技術の実現を目指している ���。
このような技術のひとつとして、本稿では時系列の統計
情報 �数値情報�と関連する記事 �テキスト情報�を対象
とし、それらを探索的に分析する際の支援を目的とする
情報提示方法について検討する。

�� デザイン指針
時系列数値情報とテキスト情報を組み合わせて情報を

提示する場合、その最も単純な実現方法は、白書等より
得られる数値情報を統計グラフとして描画し、新聞記事
等のテキスト情報をその発行日を用いてグラフの時間軸

に関連づける方法であろう。しかし、この方法は次のふ
たつの点で不十分である。第一に文書中の情報はその発
行日に関するものだけとは限らず、過去数ヶ月の変化を
俯瞰した内容を持つ記事も存在する。それらに適切にア
クセスするためには，記事の発行日ではなく、記事の内
容に基づいて時間軸と関連付けることが必要である。第
二に、数値データから描かれた �客観的�グラフは、そ
の期間においてどの時点のどのような変化が節目となっ
たかや、それらの変化がどのような影響を持ちどのよう
に評価されているかが読み取れず、それ単体では要約と
して不十分である。グラフが要約として有益なものとな
るには、アクセス対象の文書群がどの時点の変化に着目
しているか、ある変化がどのような原因によって生じた
か、などの関連情報がグラフ上に反映され、一瞥できる
必要がある。
また、ユーザの探索行為を考えた場合、��グラフの

特徴的な箇所に着目し、それに関する知見を得るために
テキストを参照する、��� テキスト情報から気になる箇
所を見つけ、それがグラフのどこに対応しているか参照
する、という双方向の情報アクセスが想定できる。その
ため、情報提示インタフェースは、ユーザにテキスト情
報 �記事� の一覧からグラフの対応箇所を見つけるイン
タラクションを提供する必要がある。
そこで我々は、動向情報に対するユーザの関心 ������

最近数ヶ月のガソリン価格の変化、ここ数年の携帯電話
加入者数の推移� に応じて数値情報を統計グラフ �折れ
線グラフ� として描画し、その上に各々の時点の情報を
その内容に応じてアイコン形式で重ねて提示する方法を
提案する。このアイコンはテキスト情報へのポインタの
役割も兼ねている。そのため、ユーザは描画されたグラ
フ自体を、自分の知りたい情報の概観 �要約� として利
用できるだけでなく、興味を持った箇所についてどのよ
うなことが述べられているかを背景となっている文書群
にアクセスすることで確認できる。また、それと同時に
テキストの一覧を画面の一部に提示し、そこからグラフ
の該当箇所へジャンプする機能を付加した。これにより、
注目した記事がどのような状況下で記述されたものであ
るかをグラフにアクセスすることで確認できる。
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 プロトタイプ
我々は、上述した情報提示方法を持つプロトタイプと

して、動向情報可視化インタフェース ������	
�� を試
作している。
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によれば、視覚的に情報を探索するユーザの行為は
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	�� である。このように、全体から部分へと絞り込
んでいくようなユーザの行為を支援するには、全体と部
分の関係をユーザが容易に把握できるようにすると同時
に、それらの切り替えを容易にするインタラクションの
枠組が提供されなくてはならない。このような観点の下
で、������	
�� の試作プロトタイプはデザインされた。
試作した ������	
��プロトタイプの外観は、検索ク

エリを入力する検索ボックス、グラフとそれに関連する
記事へのポインタであるアイコンを表示するグラフパネ
ル、記事のスニペット ��	�))��� を表示する記事リスト
パネル、粒度などを操作するコントロールパネルから構
成される。
ユーザが画面左上の検索ボックスに表示したい統計情
報の名称の一部を入力すると、グラフパネルにグラフと
アイコンが表示される。同時に、記事リストパネルに関
連する記事の一覧がスニペットを伴って表示される。
グラフパネルの右下にあるオーバービューエリアには

グラフパネル上に表示されているグラフの全体が表示さ
れる。ユーザはオーバービューエリアを操作し、グラフ
パネル上のグラフの表示範囲を変更することができる。
統計情報は提供される時間粒度によって異なる外観に

なる場合がある。これは、粗い粒度の場合、粗い粒度の
値として対応する細粒度の値の平均値が用いられるため
である。そのため、オーバービューの操作でグラフの描
画範囲を伸縮させるだけでなく、異なる時間粒度で統計
情報を描画する必要性がある。������	
��では、画面下

部のコントロールパネルに選択可能な時間粒度が表示さ
れ、それをクリックすることで異なる粒度の数値データ
が描画されるようになっている。
アイコンの種類は記事の内容に応じて選択される。ア
イコンの上にマウスカーソルが乗ると、そのアイコンに
対応する記事のスニペットが表示されるようになってい
る。また、アイコンと記事リストは連携しており、一方
をクリックすると対応するもう一方もフォーカスされる
ようになっている。さらに、記事リストの記事をクリック
すると、別ウィンドウに元記事が表示されるようになっ
ている。
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�� おわりに
本稿では、テキスト情報と数値情報を相補的に利用し、

ユーザの探索行為を効果的に支援するための動向情報可
視化インタフェースを提案した。
数値情報とテキスト情報を組み合わせてユーザに提示

する方法として、折れ線グラフの上に、テキスト情報の
一部を表示させるシステムが提案されている �,� 0�。こ
れらのシステムは、描かれたグラフをマルチモーダルな
要約として閲覧する目的には有効である。しかし、表示
する情報の量が増えた場合、テキストをそのまま提示す
る方法では一瞥性が低下してしまうため、ユーザの直観
的な理解を促すことが難しくなる。提案手法のようなア
イコンを利用する手法は、このような場面で有効だと考
えている。
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